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1．はじめに   

50年代より、消費者行動を予測するべく、さまざまな形のブランド選択モデルが提唱されてきた。  

中でも、ロジットモデルは最も広く用いられている。近年、膨大な畳のパネルデータがスキャナーから  

取り込まれ蓄積されるようになり、比較的安価に入手可能となってきた。そこで、今回の解析では、オ  

ブザーベーションが豊富であることを利用して、ノンパラメトリック手法による、マーケッティングミッ  

クスを変数とする、11種類のインスタントコーヒーのマーケットシェア予測を試みる（Ab1991）。   

この手法は、モデル構築の概念がわかりやすく、自由度が大きいため、歪み、偏りを少なく表現する  

ことができる。また、従来のパラメトリックモデルが必要とするような前提条件も少なくてすむ。  

2．基本概念   

パラメータを用いた統計的モデルを使わずに、ブランドYが選択された条件付きのマーケテイングミッ  

クスMの密度関数、′（劫＝y）を用いて、ブランドYが選択される確率の推定を行う。マーケテイングミッ  

クスMの条件下でブランドYが選択される確率P（yl〟）は、式（1）で表わされる。  

／（y，〟）／（〟ly）P（y）  
P（yI〟）＝   ‾ 

両方＝冨7房  ly）P（y）  （1）  

条件付き密度関数′（〟ly）は、あるブランドYが選択された時点におけるマーケテイングミックス  

叫と当該マーケテイングミックスMとの親密さによって求める（式（2））。   

仰け）＝ 友。加点。h00飢K（誓 ）  
ここで、  

N：ブランドYが選択されたオブザーべ－ションの数  

d：マーケテイングミックスの次元数  

h：平滑定数   

K（・）：カーネル関数  

（2）  

3．ノンパラメトリック密度関数モデル   

マーケテイングミックス変数として、価格掛け率、エンド陳列の有無、チラシ宣伝の有無、及びロイ  

ヤルティを採用する。ロイヤルティの推定には、式（3）で示すように、GuadagniとLittle（1983）によっ  

て定義されているものを用いる。  

エりα凱（J）＝α×エりαJれ（卜1）＋（トα）×¢（卜1）  

ここで、  

エりαJ恥（r）：t番目の解買機会におけるブランドYに対するロイヤルティ  

ち（J）‥   1ブランドYが購買機会tに選択された場合  

0 その他の場合  

（3）  

α：定数   

マーケテイングミックス〟＝（椚1，椚2・‥椚。）と叫＝（椚′1，∽f2…椚〟）の親密さだ（〟一叫）は式（4）  

で与える。  

d  

だ（〟－叫）＝n抽′一肌′f）  
I  

（4）   
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また、マーケテイングミックス変数mと椚′の親密さた（椚一肌′）を変数が連続値の場合は式（5）で、  

バイナリーの場合には式（6）で推定する。  

（肌一明′）2  1  

抽一肌′）＝扉eXp   
（5）  

2カ2  

た（叩一明J）＝〃∂叫＋（1－〃）（1－∂叫）  

ここで、   

h〃：平滑定数   

∂サ＝1‥x＝yの場合   

∂秒＝0：その他の場合   

今事例における密度関数推定式を式（7）に示す。  

（6）  

酬＝右ふ白岩ヰ  

2  

（loyaltyk－loyalty。（，）  
2カ2  

（pricek－Pricek（（，）2  

2カ2  

×掛∂叫叫，＋（ト〃）（ト∂e梱，）】×掛∂adいad…・（1－〃）（1－∂a軌，）］（7）  
4．結果   

93年のデータ（N＝5624）を用いて、94年分（N＝6572）のマーケットシェアの予測を行い、詳細に  

ついては研究発表会当日にて報告予定である。モデルのチューニングを、93年の1～9月までのデータ  

（N＝3293）で、10～12月（N＝2331）のマーケットシェアを推定して行う。最終的なモデルの評価方  

法については、MS部会にて現在検討中である。結果の一部を図1に示す。  
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図1．93年の1－9月までのデータから10～12月のブランド3のマーケットシェアを推定した結果  
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